
認知症介護基礎研修シラバス 

科 目 名 認知症の人の理解と対応の基本 研修形態と講義時間： 講義（180 分） 

目  的 

認知症の人を取り巻く現状、症状に関する基礎的な知識を学び、認知症ケアの基礎的な技

術に関する知識を身につける。 

到達目標 

１．認知症の人を取り巻く現状について把握し、概要を説明できる。 

２．認知症の人を理解するために必要な基礎的知識を身に付け、症状や影響要因等につい

て具体的な例示ができる。 

３．具体的なケアを提供する時の判断基準となる考え方を理解し、説明や例示ができる。 

４．認知症ケアの基礎的技術に関する知識を身に付け、要点を列挙し具体的な例示ができる。 

概  要 

認知症ケアの実践を行うために必要な基礎的事項について、講義によって解説する。ま

た講義を受動的に聴講するだけでなく、学習状況を確認し理解を深めるために、講義は次

のように進行する。すなわち、「到達目標」に挙げた１～４のそれぞれについて、講義を受

講した後、講義内容に関する討論や確認テスト等を実施し、さらにそれらへの解説を行う。

またこれらによって、演習科目「認知症ケアの実践上の留意点」につなげ、研修全体として

の理解度を高める。 

※本科目については、通信形式でも実施できることとする。 

内      容 備 考 

１．認知症の人を取り巻く現状 

 

 

 

 

 

２．認知症の人を理解するため

に必要な基礎的知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．具体的なケアを提供する時

の判断基準となる考え方 

 

 

 

 

 

 

４．認知症ケアの基礎的技術に

関する知識 

認知症の有病率、疾患別割合などの現状と、

認知症施策の動向の主要な事項を理解する。 

１）認知症の現状と原因疾患別の発症割合 

（含：若年性認知症） 

２）認知症施策の概要（含：地域包括ケア） 

 

認知症の症状と生活や心理への影響、症状出

現に影響する要因について学ぶ。 

１）認知症の定義と原因疾患別の特徴、主な

中核症状の特徴と行動・心理症状（ＢＰ

ＳＤ）に関する基礎的知識 

２）中核症状の生活への影響と心理 

３）中核症状、環境要因等の影響要因、本人

の心理との関係による、行動・心理症状

（ＢＰＳＤ）のとらえ方と出現原因 

４）認知症の人にとっての環境の重要性 

５）健康管理や廃用症候群の予防の重要性 

 

ケアの基礎となる考え方を理解し、偏見の解

消や家族支援の基礎となる知識を得る。 

１）認知症ケアにおいて基礎となる理念や考

え方（パーソン・センタード・ケア等） 

２）本人の視点からみた尊厳の保持の重要性 

３）認知症の人への偏見や誤解とその解消 

４）家族介護者の理解 

 

チームケアの観点を含めた基礎的な認知症

ケアの方法を理解する。 

１）認知症の治療の概要 

２）認知症の症状への対応 

３）不適切な（行うべきでない）関わり方 

４）チームケアの基本と情報共有 

（全体を通して） 

・討論や確認テスト及

び解説等の方法で、内

容ごとに学習事項を振

り返り、要点整理を行

う。 

・定義や症状、理論の分

類学的知識に留まら

ず、具体的な様態や方

法、生活や心理への影

響等が理解できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 



    

科 目 名 認知症ケアの実践上の留意点 研修形態と講義時間： 演習（180 分） 

目  的 

認知症ケアの実践を行うために必要な方法について、事例演習を通じて、背景や具体的な

根拠を把握の上、ケアやコミュニケーションの内容を検討する。自事業所の状況や自身の

これまでのケアを振り返り、認知症の人への対応方法を身につける。 

到達目標 

１．認知症の人との基本的なコミュニケーションの方法を理解し、要点を説明できる。 

２．不適切なケアについて理解し、その回避方法について具体案を示すことができる。 

３．病態・症状等を理解したケアの選択の根拠を自身の考えとして示すことができる。 

４．行動・心理症状（ＢＰＳＤ）を理解したケアの選択と工夫の基礎的方法を理解すること

ができる。 

５．自事業所の状況や自身のこれまでのケアの振り返りを研修内容に照らして行うことが

できる。 

概  要 

認知症ケアの実践を行うために必要となる基本的な実践方法について、事例演習を通じ

て体験的に学ぶ。演習は具体的な事例を題材に、「到達目標」に挙げた１・２、及び３・４

の別に展開し、背景や具体的な根拠、ケアやコミュニケーションの内容を検討し、結果を共

有した後、講義科目「認知症の人の理解と対応の基本」の振り返りを含めた解説を行う。さ

らに、演習終了後、演習での学びを自事業所の状況や自身のこれまでのケアに照らして振

り返り、今後の実践に活かす。 

内      容 備 考 

１．認知症の人との基本的なコ

ミュニケーションの方法 

 

２．不適切なケアの理解と回避

方法 

（１・２は一体的に行う） 

 

 

 

３．病態・症状等を理解したケア

の選択 

 

４．行動・心理症状（ＢＰＳＤ）

を理解したケアの選択と工夫 

（３・４は一体的に行う） 

 

 

 

 

 

５．自事業所の状況や自身のこ

れまでのケアの振り返り 

１・２の内容を合わせて、認知症の人とのコ

ミュニケーション場面を題材とした事例演

習を行う。以下の内容を検討し、発表や解説

を行うことにより、認知症の人への対応方法

の基本について理解を深める。 

１）認知症の人とのコミュニケーションのあ

り方 

２）不適切なケアの気づきと改善方法 

 

行動・心理症状（ＢＰＳＤ）を示す人に対し

て、根拠を伴った対応方法を検討する事例演

習を行う。以下の内容を検討し、発表や解説

を行うことにより、３・４の内容について理

解を深める。また演習参加によりチームアプ

ローチのプロセスを体験する。 

１）ケアの内容の根拠となる病態・症状等 

２）症状出現に影響する本人の心理や他の要

因 

３）行動の背景を理解したケアの工夫 

 

事例演習を踏まえて、自事業所の状況や自身

のこれまでのケアを振り返る。グループワー

クを通じて共有し、今後の認知症ケアの実践

に活かす。 

 

（全体を通して） 

・グループワークを中

心とする。 

 

・各演習の解説及び５

では、講義科目「認知症

の人の理解と対応の基

本」の内容を適宜振り

返る。 

 

（内容ごと） 

・１及び２は、初任者が

困難さを感じやすく、

認知症ケアにおいて頻

出する中核症状の影響

が比較的明確な場面を

用いる。 

 

・３及び４は、比較的典

型的な（背景要因が具

体的に指摘可能な）行

動・心理症状（ＢＰＳ

Ｄ）の出現場面を用い

る。 

 

 


